
入間市教育委員会における人権教育 

 

＜人権教育の施策体系＞ 

  心豊かな社会形成の基本となる人権の尊重をはじめ、平和の尊さを認識し、大切

にしていくための総合的・体系的な教育活動、人権教育に係る学習機会の充実に向

けた取組を推進します。 

 

＜人権教育の推進目標＞ 

入間市では、基本的人権の尊重という普遍的な視点から、総合的・体系的な教育  

活動の推進、人権教育に係る学習社会の充実などに取り組み、社会的身分・門地（家  

柄）・人種・信条・性別・年齢・障害の有無等による差別のない、市民一人ひとりが  

お互いの人権を尊重する社会を目指します。 

 

           

 入間市教育委員会における人権教育 

  

◎学校教育における人権教育  

・小・中学校における人権教育の推進 

  ・管理職及び一般教職員対象の研修会 

・「人権標語」「人権作文」の募集・出品 

 

入間市教育委員会  ◎社会教育における人権教育 

・人権問題講演会・人権啓発講座の開催 

・小・中学校ＰＴＡにおける人権教育推進事業の実施 

           ・公民館における人権への意識を高める学習機会の実施 

 ・夏休み人権映画会の開催 

・視聴覚教材の購入と貸出          

           ・啓発用品の作成と活用 

           ・人権教育実践報告書の作成 

            

◎人権教育推進協議会 

           ・広報紙「人権いるま」の発行 

          

 

 

 

 

 

 

 



＜主な取組＞ 

 

１ 人権問題講演会 

  「市民一人ひとりが、人権問題についての正しい理解と認識を深め、人と人との

ふれあいの中で、差別のない明るい社会づくりを図るとともに、人権教育の啓発に

一層の推進を期する」ことを趣旨として講演会を開催しています。女性、子ども、

高齢者、障害のある人、同和問題、性的少数者など様々な人権課題をテーマに実施

しています。令和４年度は、法務省人権擁護局の人権啓発活動地方委託事業として実施

しました。 
 
＜近年のテーマ・講師＞ 

   

 

 

 

 

 

 

           小林りょう子氏                    石本めぐみ氏 

 

 

 

 

 

 

 

             中島 潤氏               ピーター・フランクル氏 

年度 テーマ 演  題 講  師 参加者数 

平成 

30年 

性的少数

者の人権 

いろいろな性 いろいろな生き方 

～カミングアウトと LGBT 家族の課題～ 

NPO 法人 LGBT の 

家族と友人をつなぐ会 

小林りょう子氏 

 

135 名 

令和 

元年     

災害時の

人権 

みんなで学ぼう災害と人権への配慮 

～地域における女性視点～ 

NPO 法人 

ウィメンズアイ代表理事 

石本めぐみ氏 

 

108 名 

  

2 年 

性的少数

者の人権 

多様な性を考える 

みんなが「居場所」を感じられるまちづくり 

NPO 法人 LGBT の 

家族と友人をつなぐ会 

中島 潤氏 

 

47 名 

  

3 年  

ＤＶの現

状と人権 

ＤＶからの回復のために必要なこと 

～コロナ禍におけるＤＶの現状と人権～ 

NPO 法人レジリエンス 

代表理事 

西山さつき氏 

107 名 

(視聴回数) 

 

 4 年 

外国人の

人権 
ワタシは一体ナニジンなんだろう 

数学者・大道芸人 

P．フランクル氏 

 

   196 名 



２ 人権啓発講座（公民館と社会教育課の共催事業）  

  １２月の人権週間を中心に、広く市民に人権問題への正しい理解と認識を深める

とともに、人権問題を直感的にとらえる感性や日常生活において、人権への配慮が

その態度や行動に現れるような人権感覚を培う学習の機会を提供することを趣旨

に、「同和問題の解決を目指して」の講座を含めて、令和２年度からは５つの公民館

で様々な人権課題解決に関する事業に取り組んでいます。 

    令和３年度、４年度ともコロナウイルス感染症拡大防止のため、会場開催とオン

ライン開催のハイフレックス開催で実施しました。 

 

＜令和４年度の講座＞  

回 テーマ／会場 演題・内容・講師 参加者数 

１ 同和問題 

 東町公民館 

同和問題の解決を目指して 

県民生活部人権・男女共同参画課 講師 新井 茂登氏 

  32 名 

(4 名) 

２ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄと人権 

 金子公民館 

インターネットと人権侵害 

(株)情報文化総合研究所 代表取締役 佐藤 佳弘氏 

 17 名 

(1 名) 

３ 性的少数者の人権 

 東金子公民館 

いろいろな性 ～こどもの LGBTQ～ 

埼玉大学基盤教育研究センター 准教授 渡辺 大輔氏 

 18 名 

(3 名） 

４ 犯罪被害者の人権 

 黒須公民館 

犯罪被害者の人権～犯罪被害者支援の現状について～ 

(公社)埼玉犯罪被害者援助センター 坂本 貴子氏 山﨑 尚美氏 

  16 名 

  (1 名) 

５ 子どもの人権 

 二本木公民館 

子どもの人権と児童虐待について 

(福)子どもの虐待防止センター 臨床心理士  水木 理恵氏 

  16 名 

  (2 名) 

                              （ ）内 Zoom 参加者  

＜令和３年度の講座＞   

回 テーマ／会場 演題・内容 講師 参加者数 

１ 性的少数者の人権 

 東町公民館 

ＬＧＢＴのいろいろな生き方 

NPO 法人ハートをつなごう学校 副代表理事小林 りょう子氏 
中 止 

２ 子どもの人権 

 東金子公民館 

子どもと人権 

前入間市教育委員会教育長 西澤 泰男 氏 
 中 止 

３ 

 

高齢者の人権 

黒須公民館 

高齢者を取り巻く環境と人権 

生きがい支援システム研究所 代表  臼倉 登貴雄 氏 

26 名 

４ 障害者の人権 

 金子公民館 

多様性を尊重する社会 

東京家政大学子ども学部 教授 野澤 純子 氏 

25 名 

５ 同和問題 

 東藤沢公民館 

「同和問題」を学校教育でどう教えるか 

入間市立金子中学校校長 今泉 大二郎 氏 

27 名 

 

   

 

 

 



３ 夏休み人権映画会 

   本年度から、人権映画を通じて広く市民に人権問題への正しい理解と認識を深

めるとともに、夏休み期間の小学生・中学生が人権問題について学び、人権感覚

を培う機会を提供する場として、「夏休み人権映画会」を実施しました。 

内容・会場は以下のとおりで、それぞれ２本の DVD を放映しました。 

    

 初年度ということとコロナ禍の状況で、 

参加者が少なかったが、「差別や偏見の 

大変さをこの映画から学んだ」「分かり 

やすく、考えさせられる映画であった。 

小中学生の参加が少なく残念」などの感 

想があった。 

                            

                                          

 

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 人権教育実践報告書の作成 

   学校、ＰＴＡ及び公民館における人権教育実践の成果の発表を通じて、市民の 

人権意識の高揚を図ることを趣旨として、毎年度末に報告書を作成しています。 

本年度は、東町中学校、新久小学校ＰＴＡ、豊岡中学校ＰＴＡ、東町公民館

の実践事例を掲載しています。 

 

回 日時・会場 テーマ  タ イ ト ル 参加者数 

１ ８月１０日（水） 

藤沢公民館 

障害者の人権 

性的少数者の人権 

「聲の形」 

「これが私の生きる道」仲岡しゅん 

 

  7 名 

２ ８月１２日（金） 

 藤の台公民館 

様々な人権問題 

インターネットに

よる人権侵害 

「ＶＯＩＣＥ！人権の教室」 

「親や先生が知らない子供防犯スク

ール～ネット・ＳＮＳトラブル編」  

 

 

 4 名 

３ 

 

８月１９日（金） 

 西武公民館 

様々な人権問題 

障害者の人権 

「わたしたちが伝えたい、大切なこと」 

「盲導犬クイールの一生」  

 

15 名 



５ 小・中学校ＰＴＡにおける人権教育推進事業 

   市内の２７小中学校ＰＴＡを以下の３つに分け、それぞれが人権教育に取り組ん  

でいます。また年度ごとに指定ＰＴＡを変え、市内全体の人権意識の高揚を図って  

います。  

 

（１）人権教育事業指定ＰＴＡ 

    毎年２校のＰＴＡを委嘱して、家庭教育学級の５講座を人権教育に関する講   

座として、同和問題をはじめとする人権課題解決に向け取り組んでいます。 

  

  ＜ある学校の例＞ 

回 テーマ   内   容        講  師 

１ 学校の教育と人

権教育 

子どもの人権について     校長 

同和問題の解決を目指して   社会教育指導員 

２ 外国人理解 食を通して異文化を知る 

料理で深める文化の違い    国際交流協会会員 

３ 障害者の人権 陶芸を通した人とのつながり  陶芸家 

４ 障害者の人権 盲導犬との出会い       市視覚障害者代表 

５ 災害時の人権 「みんなで学ぼう災害と     

人権への配慮」（講演会参加） NPO 法人代表 

 

（２）同和問題指定ＰＴＡ 

   毎年３校のＰＴＡを委嘱して、家庭教育学級の講座のうち１講座を人権教育の   

うち同和問題に関する講座を開設し、同和問題の解決に向けて取り組んでいます。  

社会教育課・公民館事業の啓発講座に参加しているＰＴＡもあります。 

   

（３）人権講座指定ＰＴＡ 

   上記の５校以外のＰＴＡは人権教育の講座を１講座開設することにしていま 

す。 

    ＜例＞ 

     ・家庭教育の役割と学校教育の役割 

     ・いじめ・不登校・ひきこもり 

     ・インターネットの光と影 

     ・子どもの安全を守る 

     ・しつけと虐待の違いは？ 

     ・やさしい介護 

     ・「思い込み」から「思いやり」講座 

     ・県人権推進課講師による講話 

     ・救急救命（ＡＥＤ使用法講習）・心肺蘇生法 

     ・点字学習 



６ 入間市人権教育推進協議会 

   入間市人権教育推進協議会は、人権教育の円滑な推進を図り、明るい地域づく  

りに寄与するため、入間市人権教育推進協議会規則に基づいて設置されています。 

   委員は 15 人で組織され、小・中・高校の校長、知識経験者などの中から教育

委員会が委嘱しています。年３回協議会を開いて、以下のような協議を行ってい

ます。専門部会として、同和教育部会も開催しています。 

 

年度     内    容 

平成 26 

   27 

「外国人の人権に関する教育を推進するために」提言書の作成 

平成 28 

     29 

「インターネットの使用法と人権に関する教育を推進していくために」提言書の

作成 

平成 30 人権問題講演会、人権教育実践報告会について 

ＤＶＤ視聴「大切なわたし、大切なあなた」 

     「江戸時代の身分制度と差別された人びと」 

令和   

元～3 

「性的少数者の人権に関する教育を推進するために」提言書の作成 
 

令和 4～ 入間市人権教育推進協議会広報紙の発行 

       

                

 

提言書の内容          提言書の内容  

                           

                     １ はじめに 

                     ２ 家庭での対応策 

                     ３ 学校での対応策 

４ 職場での対応策 

５ 地域での対応策 

６ おわりに 

    

     提言書の内容については、入間市の公式ホームページをご覧ください。 

 

７ 人権啓発事業 

（１）ＤＶＤ・ビデオの貸出 

   「広報いるま」、入間市公式ホームページでＤＶＤの内容を紹介し、団体・個  

人に貸し出し、年間 3,000～4,000 人が視聴しています。また、小学校回覧ＤＶ 

Ｄ、中学校回覧ＤＶＤ（各３コース）を実施しています。テーマごとに５~６本

ずつまとめ約２ヵ月で次の学校に回覧するようにしています。さらに、社会教育

課では、人権推進課と連携し、毎年新規ＤＶＤの購入計画を立てています。 

 

 

提 言 書 

 

「性的少数者の人権に関する教育を推進するために」 

 

                       

 

入間市人権教育推進協議会 

令和４年３月１６日 

 



  ＜令和３・４年度購入ＤＶＤ＞ 

 テ ー マ  タ イ ト ル 時 間  

同和問題 今そこにいる人と、しっかり出会う ～同和問題～ 24 分 

障害者の人権 知りたいあなたのこと～外見からわからない障害・病

気を抱える人～ヘルプマークを知っていますか？ 

21 分 

外国人の人権 

災害時の人権他 

シェアしてみたらわかったこと 

 

46 分 

障害者の人権 お互いの本当が伝わる時  ～障害者～ 24 分 

性的少数者の人権 性の多様性と LGBTQ+  28 分 

ヤングケアラー 夕焼け ケアラー～誰もが人権尊重される社会を～ 35 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人権啓発用品の作製、配布 

    社会教育課では学校教育課と協力し、人権 

標語・作文を募集し、優秀作品を載せたクリア 

ファイル、ウエットティッシュ、マスク、メモ 

用紙などの啓発用品を作製し、各種講演会、講 

座などで配布しています。 

 令和４年度の入間郡市同和対策協議会・入間 

地区人権教育推進協議会共催の人権標語コンクールでは、市内の学校から小学校

５年生の部に 1,055 編、中学校１年生の部に 1,073 編の応募がありました。その

うち、下記の５作品が優秀作品として表彰されました。 

  ［人権標語 優秀作品］ 

・差別オフ やさしい心 オンにして 

・いじめてる 自分の顔を 見てごらん 

・しょうがない 本当にそれは しょうがない？ 

・いいんだよ 心のままに 生きていて 

・認め合う 相手の個性 大切に 
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